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ひとり親世帯が民間の賃貸住宅に居住していて、取壊しにより転居を求められ、市内の民間賃貸住

宅に転居する予定がある場合、申請により家賃の差額を助成（３万円を限度）する制度です。 

  

１ 助 成 対 象 ひとり親世帯（満１８歳未満の児童を扶養する母子又は父子世帯）で、次の条件を

すべて満たしていること 

(1) 市内に引き続き１年以上住民票を有していること。 

(2) 独立して日常生活を営むことができること。 

(3) 生計中心者の前年の所得による市県民税所得割が非課税の世帯であること。 

(4) 生活保護を受けていないこと。 

(5) 家賃を滞納していないこと。 

(6) 現在居住する住居が３箇月以内に取壊しの予定であること。 

(7) 転居予定の住宅の賃貸借契約を締結していること。 

 

２ 助成の金額 転居前に居住していた住宅の家賃と転居後の住宅の家賃との差額を毎月助成します。

ただし、家賃の差額が３万円を超える場合は、３万円を限度とします。 

        ※ 契約更新により家賃が改定された場合は、転居前家賃と更新後家賃の差額を助

成します。ただし、その差額が３万円を超える場合は、３万円を限度とします。 

※ 月の途中で賃貸借契約をし、又は解約した場合の当月分の家賃に対する助成金

額は、日割り計算します（100 円未満切り上げ）。 

 

３ 申 請 書 類 (1) 障害者及びひとり親世帯民間賃貸住宅家賃差額助成申請書（第１号様式） 

        (2) 住宅の取壊しに関する家主の証明書（第２号様式） 

        (3) 現に居住している住宅の賃貸借契約書の写し及び家賃の領収書の写し 

        (4) 転居予定の住宅の賃貸借契約書の写し 

        (5) 金融機関の預金通帳 

                (6) 振込依頼書 

        (7) その他 契約更新の場合 

         ｱ 改定前の賃貸借契約書の写し 

         ｲ 改定後の賃貸借契約書の写し 

         ｳ その他 

         

４ 決定・通知  提出された書類により要件に該当するか否かを審査して決定し、通知します。 

         （実態調査をする場合があります。） 

 

５ 支 給 時 期  原則として、当月分を毎月末日に支給します。 

 

 

お問い合わせ 

戸田市こども健やか部 親子健やか室（福祉保健センター内） 

           電話 ０４８－２９９－２８１６ 


